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１．ＰＦＩ導入可能性調査の前提 
Ⅲの 2「整備方針」の目標の一つである「最大限の費用対効果」の観点から、ＰＦＩ手

法での施設整備や運営について、下記の前提により検討しました。 

【基本条件】 

  

導 入 施 設 名
保健所・保健センター及び
休日夜間急病診療所

地域療育センター（仮称）

延 べ 床 面 積 約9，000㎡ 約4，000㎡

事 業 期 間 15年～20年 15年～20年

事業方式及び事業形態 ＢＴＯ／サービス購入型 ＢＴＯ／サービス購入型
 

・事業期間について：資金調達市場の現状やプロジェクトファイナンスの成立可能性

など変動要因を加味し、15 年～20 年とします。 

・事業方式及び事業形態について：施設において提供する機能内容から、集客性を重

視するものでないため、ＢＴＯ／サービス購入型とします。 

  

 

２．ＶＦＭの試算 
基本条件に基づき、建設業務、施設の維持管理業務等、提供機能の一部業務の委託化等

を想定し、試算したところ 

保健所・保健センター及び休日夜間急病診療所･･･････････ 5.6％程度 

地域療育センター（仮称）･････････････････････････････ 1.4％程度 

という結果になりました。 

この結果は、現時点における「従来方式」と「ＰＦＩ方式」の比較であり、各種法律の

改正・廃止等による変動値等は見込んでいないことから、将来の結果を示しているもので

はありません。 

 

【用語説明】 

ＰＦＩ：ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ･ﾌｧｲﾅﾝｽ･ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞの略、公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能

力及び技術的能力を活用して行う手法。 

ＢＴＯ：ﾋﾞﾙﾄ･ﾄﾗﾝｽﾌｧｰ･ｵﾍﾟﾚｰﾄの略、建設-譲渡-運営、民間事業者が自らの資金で建設し、施設の所有権

を公共側に譲渡するが、管理･運営は引き続き行使する方式。 

ＶＦＭ：ﾊﾞﾘｭｰ･ﾌｫｰ･ﾏﾈｰの略、従来型の公共事業方式による行政ｺｽﾄの推計値とＰＦＩ方式の事業期間全

体にわたるｺｽﾄ総計の比較。 

Ⅳ ＰＦＩ導入の可能性に関する調査 


